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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月21日(2018.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の身体部位に着用される装置から生理学的データを測定するためのウェアラブル
システムであって、
　ディスプレイとベースコンピューティングユニットとを含むベースモジュールと、
　前記ベースモジュールに対して空間的に配置され、１つ以上の生理学的特性を測定する
ために前記身体部位の一部分上を覆って配置されるセンサーモジュールと、を有し、
　前記ベースモジュールは、前記身体部位の人体計測サイズに関係なく、生理学的データ
の正確な測定のための前記身体部位と充分な接触をするために、前記センサーモジュール
が前記身体部位上で位置を維持するように、前記センサーモジュールに対して前記使用者
によって調整可能に配置されることを特徴とするウェアラブルシステム。
【請求項２】
　前記センサーモジュールは、前記使用者の手首の底面に配置されることを特徴とする請
求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項３】
　前記センサーモジュールは、さらに、前記使用者によって連続的な使用を可能にするた
めに前記使用者の皮膚との圧力接触を維持することを特徴とする請求項１に記載のウェア
ラブルシステム。
【請求項４】
　前記センサーモジュールは、脱着可能であり、
　他の種類のセンサーモジュールと交替可能であることを特徴とする請求項１に記載のウ
ェアラブルシステム。
【請求項５】
　センサーユニットは、前記センサーユニットが他のセンサーユニットで個別的に交換す
ることができるように、前記センサーモジュールのセンサープレートに脱着可能に連結さ
れることを特徴とする請求項４に記載のウェアラブルシステム。
【請求項６】
　前記センサーモジュールは、電気的センサーと光学的センサーの組み合わせを含むこと
を特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
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【請求項７】
　前記センサーモジュールは、生体センサー、物の接近を検出する接近検出器、及び環境
センサーの内の１つ以上を含み、
　光センサーアレイ、温度計、ガルバニック皮膚反応（ＧＳＲ）センサーアレイ、生体抵
抗（ＢｉｏＺ）センサーアレイ、及び心電図（ＥＣＧ）センサーのいくつかの組み合わせ
を含むセンサーユニットをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシ
ステム。
【請求項８】
　前記光センサーアレイは、血管をまたがるようにバンド上に配置され、
　前記生体抵抗センサーアレイは、血管をまたがるようにバンド上に配置されることを特
徴とする請求項７に記載のウェアラブルシステム。
【請求項９】
　少なくとも２つの対称的に調整可能なサブ－バンドは、前記ベースモジュールと前記セ
ンサーモジュールとを連結することを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム
。
【請求項１０】
　少なくとも２つの対称的に調整可能なサブ－バンドは、前記ベースモジュールと前記セ
ンサーモジュールとを連結し、前記サブ－バンドは、一体型バンドであることを特徴とす
る請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項１１】
　対称的に調整可能なバンドは、前記ベースモジュールと前記センサーモジュールとを連
結し、前記センサーモジュールは、前記バンドと共に成形される（ｃｏ－ｍｏｌｄｅｄ）
ことを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム、
【請求項１２】
　バンドは、フレックス連結（ｆｌｅｘ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）によって連結される少
なくとも４つのリンクを含み、前記バンドは、前記ベースモジュール及び前記センサーモ
ジュールを連結することを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項１３】
　前記センサーモジュールは、前記使用者の額上に配置され、前記ディスプレイは、前記
使用者の頭部の前方に向かって表示されるよう配置されることを特徴とする請求項１に記
載のウェアラブルシステム。
【請求項１４】
　前記センサーモジュールは、相対的な重力を測定する重力センサーをさらに含み、
　前記センサーモジュールは、前記測定された相対的な重力に基づいて前記測定を較正（
ｃａｌｉｂｒａｔｅ）するよう構成されることを特徴とする請求項１に記載のウェアラブ
ルシステム。
【請求項１５】
　前記測定された重力に基づいて前記生理学的特性を測定するのに使用される継続時間を
調整するタイマーをさらに有し、
　前記センサーモジュールは、前記調整された時間に基づいて前記測定を較正するよう構
成されることを特徴とする請求項１４に記載のウェアラブルシステム。
【請求項１６】
　前記測定された重力に基づいて発光を調節する光較正器をさらに有し、
　前記センサーモジュールは、前記調節された発光に基づいて前記測定を較正するよう構
成されることを特徴とする請求項１４に記載のウェアラブルシステム。
【請求項１７】
　使用者の身体部位に着用される装置から生理学的データを測定するためのウェアラブル
システムであって、
　ディスプレイとベースコンピューティングユニットとを含むベースモジュールと、
　前記ベースモジュールに対して空間的に配置され、１つ以上の生理学的特性を測定する
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ために前記身体部位の一部分上を覆って配置される微細調整可能なセンサーモジュールと
、を有し、
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記使用者の身体部位の第１位置に調整可
能に配置され、前記身体部位の人体計測サイズと関わらず、生理学的データの正確な測定
のための第２位置で前記身体部位と充分な接触をするために、前記第１位置と相対的な（
ｒｅｌａｔｉｖｅ）前記身体部位の前記第２位置が調整可能に再配置されることを特徴と
するウェアラブルシステム。
【請求項１８】
　使用者の身体部位に着用され、ディスプレイとベースコンピューティングユニットとを
含むベース装置と、微細調整可能なセンサーモジュールセンサーモジュールと、を有する
ウェアラブル装置から生理学的データを測定するための方法であって、
　前記微細調整可能なセンサーモジュールを、前記ベースモジュールに対して空間的に調
整可能に配置し、１つ以上の生理学的特性を測定するために第１位置で前記身体部位の一
部分上を覆って配置する段階と、
　前記身体部位の人体計測サイズと関わらず、生理学的データの正確な測定のための第２
位置で前記身体部位と充分な接触をするために、前記第１位置と相対的な（ｒｅｌａｔｉ
ｖｅ）前記身体部位の前記第２位置に前記微細調整可能なセンサーモジュールを、前記第
１位置からに前記第２位置に調整可能であるように再配置する段階と、を有することを特
徴とするウェアラブル装置から生理学的データを測定するための方法。
【請求項１９】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記身体部位の人体計測サイズと関わらず
、生理学的データの正確な測定のための前記身体部位との充分な接触を提供するために交
代で使用される（ｒｏｔａｔｅｄ）複数のセンサーユニットを含み、
　生理学的データの正確な測定のための前記身体部位との接触を改善するために前記複数
のセンサーユニットを互いに相対的（ｒｅｌａｔｉｖｅ）に再配置させる段階をさらに有
することを特徴とする請求項１８に記載のウェアラブル装置から生理学的データを測定す
るための方法。
【請求項２０】
　相対な重力を測定する段階と、
　前記測定された相対な重力に基づいて前記生理学的データを較正する段階と、
　前記測定された重力に基づいて前記生理学的データを測定するのに使用される継続時間
を調整する段階と、
　前記調整された時間に基づいて前記生理学的データを較正する段階と、
　前記測定された重力に基づいて発光を調節する段階と、
　前記調節された発光に基づいて前記生理学的データを較正する段階と、をさらに有する
ことを特徴とする請求項１８に記載のウェアラブル装置から生理学的データを測定するた
めの方法。
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